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１．評価結果 

評価ランク：Ｓ 

 

２．委員の指摘及び提言概要 
 マイクロ・ナノプラスチックの環境計測や健康影響評価などの研究を進める上において、その基

盤となる標準粒子の作成の意義は大きいが、本研究においては、物理的形状だけでなく化学的特徴の

点でも実環境中で採取されるマイクロ・ナノプラスチックを模擬した標準粒子の作成を進めている点

が高く評価できる。また、当初予定した標識標準サンプル種類数を上回るサンプルライブラリーを既

に構築するなど、標準粒子作成に関して極めて良好な進捗状況にある。また、標準品の大量生産系を

確立するための条件、プラスチック粒子の標識方法、吸入曝露時の不純物や粒子凝集の問題、体内動

態など、いずれの課題についても詳細な検討が行われており、マイクロ・ナノプラスチックの生体影

響評価に向けた準備が整いつつある。本研究で作成された標準粒子を用いて、サイズや形状、表面状

態などと有害性発現経路の解明に向けた研究進展が期待される。 


